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適応 （詳細は添付文書参照のこと）
古典的ペニシリン（PCG）：グラム陽性球菌
広域ペニシリン（ABPC, AMPC, SBTPC 等）：グラム陽性球菌に加え，グラ
ム陰性菌（大腸菌・インフルエンザ菌・プロテウス属等）．
抗緑膿菌ペニシリン（PIPC）：グラム陽性球菌・グラム陰性菌（大腸菌・イ
ンフルエンザ菌・プロテウス属等）に加え，緑膿菌・セラチア属・シトロバ
クター属・エンテロバクター属等．
β—ラクタマーゼ産生株に対してはβ—ラクタマーゼ阻害薬配合剤の投与が考
慮される．

1 ペニシリン系抗菌薬
A. 抗菌薬

一般名 代表的商品名 排泄経路 蛋白結合率 常用量

ペニシリン

benzylpenicillin 

potassium（PCG）
ベンジルペニシリン

ペニシリン G

カリウム
腎排泄：49.3％ 40～50％ 1回 30～60万単位

1日 2～4回筋注
（化膿性髄膜炎・感
染性心内膜炎・梅毒
を除く感染症）

広範囲ペニシリン系薬

ampicillin（ABPC）
アンピシリン

ビクシリン 腎排泄：
75～90％

8～20％ （内服）
1回 250～500mgを
1日 4～6回投与
（注射）
1回 250～1000mg

を 1日 2～4回（筋
注）
1日 1～2gを 1～
2回に分けて静注 1

日 1～4gを 1～2回
に分けて点滴静注




